

















ニズム的，反同性愛的な計画のようなもの」であり（Benshoff and Griffin 323），レーガン政権
を支えた共和党の保守的な政治家たちや政権と提携関係にあったキリスト教ファンダメンタリ















の数が急増し，「未婚の母親と暮らす子供の比率は 1980 年代には 3 倍に増え」，「1980 年代の












の人々』(Ordinary People, 1980)，『黄昏』(On Golden Pond, 1981)，『愛と追憶の日々』(Terms of 
Endearment, 1983)，『危険な情事』(Fatal Attraction, 1987)，『スリーメン＆ベビー』(Three Men 
and a Baby, 1987)，『赤ちゃんはトップレディがお好き』(Baby Boom, 1987)，『レインマン』(Rain 
Man, 1988)，『ベイビー・トーク』(Who’s Talking, 1989) などを挙げることができよう。これら
の映画群は，危機や機能不全，和解，新しい形態の生成など，様々な位相において「家族の物
語」を紡ぎ出している。
本論では，1989 年に発表されたダニー・デヴィートの監督作品『ローズ家の戦争』(The War 
of the Roses) を「家族の物語」として観ていくことにする。まず我々の目を引くのはこのタイ



































































































































をはるかに超えている（I’m way past happy.）。結婚しているということを実感している（I’m 
married.）」と叫ぶ。そして妻子を乗せて早速車を走らせる。ちなみにこのモーガンは，のちに
バーバラによって破壊されることになる。ここで画面は外側の物語に切り替わり，ギャヴィン









































































された素晴らしい家を持っている（I have a wonderful house crammed with beautiful things.）。
私が自分でこの家を創り上げたの（I did this house myself.）。大仕事をやってのけたのよ（I 
did a great job.）。かといって，物質主義に囚われているわけじゃない。でも私は自分が成




































































































































































－ 160 － － 161 －
富山大学人文学部紀要 家庭という「戦場」――ダニー・デヴィートの『ローズ家の戦争』を観る












































婚なんて名辞矛盾というやつだ（A civilized divorce is a contradiction in terms.）。もしかすると，
一人の人間と生涯添い遂げるのは不自然なことなのかもしれない（Maybe it’s not natural to stay 
married to one person for life.）。もっとも私の両親は添い遂げた。63 年に渡ってだ」。そしてギャ
ヴィンは，クライアントの男性に次のようにアドバイスする。
あなたの奥さんに関してだが，寝汗をかいてしまうほど気前よくしてやることをあなたに
お勧めしよう（When it comes to your wife, I’m going to urge you to be generous to the point of 
night sweats.）。きわめて重要なのは，あなたが人生の立て直しに取り掛かれるように，で
きる限り速やかに円滑にこの件にけりをつけることだ（The all-important thing is to get you 
through this as quickly and cleanly as possible so that you can begin rebuilding your life.）。もし
くは，席を立って家に帰り，あなたが若い頃に愛した人の大好きだった部分のわずかなか
けらを見出す努力をしてもいい（Or, you can get up and go home, and try to find some shred of 






















ダウン』（Falling Down, 1993）でも元妻に忌避される男を演じており，「1990 年代の危機的な














ールで繰り返し用いられる技法だからである（qtd. in Schatz 117）。
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